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Ⅰ．連動制御におけるメタファーの機能への注目  
本論文では，斎藤喜博の体育の授業を事例として，連動制御におけるメタファーの機能につい  




いもので，直喩は「人間はオオカミのようだ」のように比喩指標がっくものである。   
我々の認識は，意識化をとおして認識を深める知的認識と，わざの習得などに代表されるよう  
に，身体行為の無意識化をとおして認識を深める身体的認識にわけて考えることができるだろう  
（苧阪，1994）。このように認識過程は意識と深く結びついている。   











象が自分の意識そのものであり，「内に向かう」意識である。   
我々が日常生活で歩いたり，自転車に乗ったりするときは，アウェアネス・レベルの意識が働  
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いている。同様に，スポーツおよびわざなど，文化が生み出した運動においても，習熟されるに  
っれて，アウェアネス・レベルの意識で遂行される。このアウェアネス・レベルの意識の働きに  
我々が気づくことば少なく，知覚や運動は意識されないままにコントロールされている。   
一方，運動であれ認知活動であれ，制御には，自らが自らの状態を捉えるリカーシブな意識の  




はアウェアネス・レベルの意識の働きによる活動へと移行させるダイナミックな営みといえる。   
それゆえ，連動制御で問題となるのは，リカーシブな意識による制御からよりアウェアネス・  
レベルに近い意識による制御へといかにして近づけていくかである。リカーシブな意識を働かせ  







1．前まわりを中心とした授業の事例検討   




の指導場面に焦点をあてる。『わたしの授業 第二集』には，他にも前まわりに関する授業はある  
が，介入授業や記録が一部省略されている授業，前まわりの回転の指導が行われていない授業な  
どのため対象外とした。  
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前まわりの回転運動は，連動運動の原理によって回転運動を引き起こす原因となる東部屈曲運  
動と連動運動の原理によって回転運動が引き起こされる体幹屈曲運動に大別できよう。   
4っの授業において，東部屈曲運動の指導ではメタファーは用いられず，広義のメタファーの  
一種とされる誇張表現が用いられ，体幹屈曲運動の指導でメタファーが用いられている。  
（2）誇張表現による頭部屈曲運動の制御   
4つの授業すべてにおいて，誇張表現を用いた東部屈曲運動の指導が行われている。   
まず，運動を指示する際に誇張表現が使われている場面を示す（「」内のことばはすべて斎藤  
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の感覚的ズレが生じる。そこで斎藤が誇張表現を用いて指導すると，「そうだ」という斎藤のこと  
ばにあるように，子どもは，あごをしっかり引いて回転する。  





（今度は頑が入り，補助者に軽く背中を押してもらってまわる。）（斎藤，1977，p．151）   
事例3においても，「頑入れて」という指導では子どもは頑を入れられない。しかし，誇張表現  
が使われたら，頑が入っている。  













ごらん。」（一人の女生徒，自然に柔らかにまわってしまう）（斎藤，1977，p．186）   
事例4では，子どもの頑の屈曲を見て，「首をもっとどんどん入れて」と指導している。しかし，  
次の指導でも，再度，首を入れる指導を行っており，その際，誇張表現が用いられている。   
これら3つの事例において，頭部屈曲運動に対して子どもが屈曲していると感じる程度と，斎  
藤が求める屈曲の程度に差がある場合に誇張表現が用いられている。そして誇張表現によって，  
子どもは，斎藤が求める程度まで屈曲を行う。   
では，なぜ誇張表現が機能するのか。練習による反復効果以外の要因を考察する。   
第一に，誇張表現によって，子どもの感覚にそくした制御を可能にしている。斎藤が求める程  
度まで屈曲させることは，子どもにとって「おへそにあご（頑，鼻）がついてしまう」くらい屈  
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（3）メタファーによる体幹屈曲運動の制御   
体幹屈曲運動に関しては，4つの授業すべてでメタファーを用いた指導が行われている。まず，  
1事例を取り上げ，誇張表現が用いられた東部屈曲運動との比較を行い，メタファーが用いられ  
る状況の特徴の抽出を試みる（メタファーに二重下線を記す。以下同様）。   
斎藤は，この子どもの演技を観察して，回転が「速い」と感じている。そして，「もう一回」と  
言って子どもに再度演技をさせる。しかし，2度目の演技に対しても，斎藤は「速い」と感じる。   
ゆっくりまわろうとしているであろう子どもの主観と，斎藤の客観に感覚的なズレが生じてい  
る点は，頭部屈曲運動の事例と共通である。したがって，主観と客観の感覚的なズレがメタ  
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パインド状況に陥らせることになる。   
ダブル・パインド状況とは，「まず，一定のメッセージが与えられ，しかもそのメッセージを否  
定するメタ・メッセージが同時に与えられる。さらに，犠牲者はその場を逃れることができない」  
状況である（矢野，2000）。   
事例5－2は，事例5－1に，それ以前の文脈を追加したものである。  




















で，子どもは，ダブル・パインド状況に陥る。この直後にメタファーが用いられている。   
次の2つの授業でも，体幹屈曲連動制御場面において，同様の状況がみられる。  
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事例7：定時制高校1年 前まわりの授業におけるダブル・パインド状況  
「（さっきの女生徒の腰に手を添えて）腰をずーつと上げて，ひざを伸ばします。全部  
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1．メタファーに求められる機能   
事例5～7から，体幹屈曲運動の制御過程でダブル・パインド状況が生じている。そして，ダ  

























Francescato，Cettolo，Diamond，Baraldi，Zuiani，Bazzocchi，＆diPrampero，1996）。   
ここで，メタファーによって形成されたイメージでも運動の発現につながると結論づけるのは  
性急である。ヒトは，ゴムまりとして運動した経験も，カブト虫になって転がってみた経験もな  
い。ヒトが経験できることは，それらの運動を観察することだけだからである。   
では，観察は運動の発現につながるのだろうか。ヒトを対象とした研究で，対象物の把握運動  




Bettinardi，Paulesu，Perani，＆Fazio，F．1996）。   
また，観察時に模倣する意図がある場合とない場合では，どのように脳内の活動部位に影響を  
与えるかを比較したところ，模倣する意図があった場合では，中前頭回，前補足運動野など，運  
動のプランニングに関与するような経路に活動部位が同定された （Decety，Grezes，Costes，  









らの身体を動かすという運動は行わない。我々の意識は，喩えの運動をイメ ージするというコト  
へと向けられ，喩えとなっている対象の運動をイメージすることによって，‘‘How’’が身体に伝え  
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1．制御する運動の構造にそくしたメタファー使用   
前述した台上前まわりにおけるカブト虫のメタファー（事例5）と，頑支持倒立からの前まわ  
りにおける風呂敷のメタファー（事例8）を比較してみよう。   
事例5も事例8も，体幹屈曲運動に焦点をあて，しかも，回転が「速い」という特徴をみてい  
る。しかし，喩えるモノが異なっている。   
この二つの異なるメタファーを導いているのは，強調するべき運動の差異である。   
台上前まわりの回転では，「背骨の一つひとつをゆっくりとここ（台上マット）につける」と指  




24個の椎骨（背骨）一つひとつがマットの上をたどることになる（Casting＆Santini，1983）。   
この背骨の動きは，斎藤の説明に対応しており，カブト虫の幼虫という喩えにも対応している。   
一方，頑支持倒立からの前まわりは，床面に対して垂直な姿勢から回転を行う点で台上前まわ  
りとは異なる。この点は，風呂敷を垂らして下に下ろすイメージに対応している。   




いる線維輪という二つの異なる構造によって形成されている。   
髄核と線維輪が脊柱の運動において重要な役割を担っている。脊柱の運動においては，球状の  
髄核の上を椎体が移動する。したがって，屈曲による回転の際は髄核が後方に移動し，その上に  
椎体が乗りかかるようにして移動する。   
このような運動の際に生じる髄核内の強い緊張は，椎体を広げる傾向があり，線維輪の繊維を  
引き伸ばす。しかし，これら繊維の弾力的な抵抗は，椎体を接近させようとする応力を生み出す。  
したがって，前まわりのための頚部の屈曲によって髄核内に緊張が生じ それによって線維輪が  

























りではなく，カブト虫の幼虫が丸くなる様子に喩えている。   
特定の子どもの状態にそくしたメタファーの使用によって，特定の子どもに固有のイメージの  
形成を導く。指導者には固有の文脈を把握し対応する文脈固有の知識が求められるのだ。  






を増大し，高度な技への発展の基盤となることが実験的に確かめられているのだ（太田，1985）。   
では，ゴムまりにたとえて表現する斎藤の指導も，運動の力学構造から考えると不合理なのか。   
定時制高校1年生の前まわりの授業（事例7）をもとに検討する。   
斎藤は，身体を首と腕で支えるときに「腰をずーつと上げて，ひざを伸ばす」ようにと指導し  
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ている。斎藤は，前まわりの頑越えのときに，腰を高く上げてひざを伸ばしてまわるように，す  
なわち身体を伸ばしてから頑をさらに中に入れてまわることを意識しているといえる。その後，  









曲げたまま回転することも生じるだろう。   
斎藤は，前まわりの運動全体を見通して，その上で，部分的な運動に焦点を当てて指導してい  
る。このような〈客観的総合〉 による理論的知識をもとに，演技をした特定の子どもの意識にそ  
くした指導をするために，文脈に固有の実践的知識としてメタファーを用いている。これは，ま  
さに，〈主観的総合〉 による連動制御（小田，1998）だといえよう。  
4．よりアウェアネス・レベルの運動制御を可能にする方法としてのアナロジー   
メタファーには，アウェアネス・レベルの意識での運動に近づける機能があることが考察され  
た。しかし，「なってみる」メタファーによる連動制御において，リカーシブな意識が全く働かな  











コトに向けられ，「なってみる」ことよりも一層アウェアネス・レベルの意識での運動に近づく。   
このようなアナロジーが使用される状況および機能は，道具を用いた運動やチーム・プレイの  
競技などの連動制御にも関連するだろう。アナロジーの機能の検討は，今後の課題である。  
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